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自然放射線と診断用Ｘ線の比較
★実効線量（被ばく線量）による比較★

〔実効線量 (mSv) とは：全身の組織と臓器ごとに X線の影響を加味して計算した総線量〕

お断り：通常 ，被ばく線量は吸収線量 (mGy）で評価しますが ，自然放射線と比較するため実効線量 (mSv）を用いています．
　　　　なお ，実効線量は ICRP2007 年勧告 (Publication 103）に準拠しています．
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( 高所では宇宙線が増加する )

自然放射線
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( 自然放射線とは )
大地から 0.33ｍSv，空気中のラドン
から 0.48ｍSv，食物から 0.99mSv ，
宇宙から 0.3ｍSv の合計値

高自然放射線地域（年間平均）
　インド・ケララ
　イラン・ラムサールなど

診断用Ｘ線
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　　2.1 mS v ( 年間平均 )

参考：環境省HP「放射線による健康影響等に
関する統一的な基礎資料（平成 26 年度版）」
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